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たものである。生産要素には労働だけでなく、 生産性も資本、 労働、 土地やエネルギーを含む全要素に対して定義しよう、という考え方は一九三〇年年代から実証研究者の間で普及してきた。現実には 物は複数あり（たとえば発電所の電力と それに伴う大気汚染物質） ま 生産要素も複数ある（資本、労働、土地など） で、推計にはそれらを整合的に集計して 「投入量」 「出量」を計算し 二重計算を防ぐ必要がある。たとえば国民経済計算の産業産出額は産出額から原材料や燃料の額 控除し 付













































66-91 0.073 0.077 0.080 0.026 0.032 0.023 0.628
シンガポールのTFP等の成長率（経済全体）





66-90 0.087 0.108 0.115 0.045 0.057 0.002 0.509
韓国のTFP等の成長率(非農業)





66-90 0.103 0.129 0.137 0.054 0.064 0.017 0.703
台湾のTFP等の成長率（非農業）





66-90 0.094 0.118 0.123 0.046 0.049 0.026 0.743
（出所） 表のヤングの推計はYoung, Alwyn [1995] “The Tyranny of Numbers : Confronting the 
Statistical Realities of the East Asian Growth Experience,” Quarterly Journal of Eco-




Zvi[1996] “The Discovery of the Residual: A Historical Note”, Journal 
of Economic  Literature, Vol. XXXIV, No.3,pp.1324-1330を参照した。
生産性の国際比較に関する問題点はOECD[1996] OECD Proceedings In-
dustry Productivity: International Comparison and Measurement Issues, 
Paris: OECD（特にpp.7-13の要約）を参照した。本文中の世界銀行の『東
アジアの奇跡』の輸出と生産性向上の分析はWorld Bank[1993]The East 
Asian Miracle: Economic Growth and Public Policy, Oxford University 
Press(白鳥正喜監訳『東アジアの奇跡：経済成長と政府の役割』東洋経済
新報社、1994年の229-399ページ)の分析による。貿易政策と生産性との
関係を包括的に分析したものには河井啓希[1995]「経済成長の国際比較
分析－貿易自由化と生産性」、浦田秀次郎編『貿易自由化と経済発展－途
上国における生産性分析』アジア経済研究所、43-80ページ、及び、そこ
で紹介されている文献を参照していただきたい。
